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転倒災害防止に向けて 

平成３０年１０月１３日（土） 
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事故の型別【死亡／死傷】労働災害 

発生状況 ［ 2017年 全国 ］ 

（死亡&休業４日以上） 

［ 厚生労働省 死亡災害報告、労働者死傷病報告等 ］ 
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事故の型別【死亡／死傷】労働災害 

発生状況 ［ 2017年 北海道 ］ 

［ 厚生労働省 北海道労働局調べ  カッコ内は対前年比（％） ］ 

墜落・転落 

21% 

はさまれ・

巻き込まれ 

18% 

交通事故

(道路) 

15% 

激突され 

10% 

崩壊・倒壊 

7% 

おぼれ 

6% 

飛来・落下 

4% 

その他 

19% 

2017年 
死亡災害 

81人 

転倒 

29% 

墜落・転落 

16% 動作の反

動・無理な

動作 

12% 

はさまれ・

巻き込まれ 

12% 
切れ・こす

れ 

6% 

[分類名] 

[パーセン

テージ] 

激突され 

5% 

交通事故

（道路） 

5% その他 

10% 

2017年 
死傷災害 
6,676人 
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事故の型別死傷者数の構成割合 

年次推移（全国／全産業／休業４日以上） 
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北海道冬季災害ゼロてんとう防止運動 

運動期間：平成２９年１２月１日~平成３０年３月３１日 

ＳＴＯＰ！転倒災害 

［ 北海道労働局 ホームページより ］ 

てんとう防止君 咲かせよう！ 

「安全」のクローバー 

【北海道労働局】 







転倒災害における、年齢別休業見込日数の分布 
(平成26年12月末 速報値より) 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

～19歳 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60才以上 

4日 

～1週 

1週 

～2週 

2週 

～1月 

1月 

～3月 

3月 

～半年 

半年 

～1年 

1年以上 

68% 

61% 

54% 

52% 

44% 

40% 

［ 厚労省 職場のあんぜんサイト 平成26年 ］ 



事故の型別・50歳以上が占める割合 

( 製造業 休業4日以上 ) 

［労働安全衛生総合研究所 特別研究報告 SRR-No.13 (1993) ］ 
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性別年齢別全身敏捷性の比較 

（ジャンプ・アップ回数～危険回避能力） 

［労働安全衛生総合研究所 特別研究報告 SRR-No.13 (1993) ］ 
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墜落・転落と転倒の年齢別被災割合 

［ 出典 永田久雄 2015.2 安全衛生のひろば(中災防) 第56巻第2号 ］ 

～事故の型別(2011年)死傷データの分析～ 

年
齢
別
被
災
割
合 



年代別死傷災害発生割合（年千人率/2017年） 
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［ 総務省統計局 労働力調査、厚生労働省 労働者死傷病報告 2017年 ］ 



高年齢労働者に配慮した作業靴 

～重量バランス～ 

つま先部に鋼製先芯 

が入った安全靴 

つま先部に樹脂先芯 

が入った安全靴 

トゥダウン 

が発生 

［高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル H21.3 厚労省］ 
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歩行面の摩擦係数 

［ 転びの予防と簡単エクササイズ 永田久雄 著 中災防刊 ］ 

歩行面の摩擦係数と転倒リスクの概念図 

防滑靴は水・油等に強いが氷結路
には弱い。また、すべりにくい床面
では逆につまずきやすくなる。 



斜線部分は機能
低下の著しいもの 

薄明 

順応 伸脚力 

運動調
節能 

平衡
機能 

20代の最高期
を基準として
みた55～59歳
の各種機能 

[労働の科学 22巻１号1967] 

高年齢者の 

心身機能 

の特性 

瞬発
反応 

夜勤後 

体重回復 
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[ 総務省国勢調査＆国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口 2017年推計 ] 
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